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東京 2020 オリンピックサーフィン会場、千葉県一宮町に 

津波避難広報ドローンシステムを導入 

～J アラートと連動し、自動飛行でサーファーに避難誘導を実現。令和 7 年度より運用開始～ 

 

ブルーイノベーション株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：熊田 貴之、以下 ブルーイ

ノベーション）は、千葉県一宮町において当社の「BEP ポート｜ドローン自動巡回システム」※１を活用

した津波避難広報ドローンシステム（以下、本システム）の導入が決定したことをお知らせします。本シ

ステムは令和 7 年度より運用を開始し、一宮町の防災力を大幅に強化します。さらに、津波リスクが

高い他地域への導入を拡大し、全国的な防災力向上に貢献することを目指します。 

 

■新たな防災の形として 

 

本システムは J アラート(全国瞬時警報システム)と連動しており、津波注意報以上が発令された際

に、一宮町役場および東浪見小学校の屋上に設置されたドローンポートからスピーカーやカメラを搭

載したドローンが自動的に発進。指定された海岸エリア（海岸線延長約 7.5km）を飛行し、上空から

自動音声でサーファーや海水浴客、周辺住民に対して避難指示を伝達します。これにより、迅速かつ

効果的な避難指示・誘導対応が可能となり、地域の安全を強化します。 

一宮町での津波避難広報ドローンシステム 運用イメージ 

一宮町 津波避難広報ドローンシステム 運行ルート 
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■導入の背景 

 

一宮町では、大規模地震に備え、津波災害への

防災対策を整備していますが、現状の防災無線だ

けでは、海岸線延長約 7.5km の沿岸地域に対し

て充分な避難指示・誘導を行うことが難しい状況

です。また、一宮町は全国有数のサーフィンスポッ

トであり、東京 2020 オリンピックの正式競技会

場にも選ばれており、海上にいるサーファーへの

迅速な情報伝達が求められています。 

このような課題を解決すべく、一宮町は、当社が開発サポートした宮城県仙台市の津波避難広報ド

ローン事業※2 の事例に着目し、本システムの導入を決定しました。この取り組みにより、一宮町はサ

ーファーや海水浴客、周辺住民の安全をより一層強化する体制を整えます。 

 

■用語説明 

 

※1 BEP ポート｜ドローン自動巡回システム 

施設内・建設現場・河川・ダムなどの点検や監視、警報などの広域巡回を、現場で人が介在することな

く定期的に実施が可能。自動離着陸・充電が可能なドローンおよびドローンポートシステム。

https://www.blue-i.co.jp/solution/logistics/port_04.html 

 

※2 仙台市津波避難広報ドローン事業 

2022 年 10 月より運用開始。J アラートと連動しドローンが自動離着陸・飛行し、避難広報と状況撮

影の全自動化を実現しています。 

https://www.blue-i.co.jp/news/release/20221124.html 

 

■会社概要 

 

ブルーイノベーション株式会社（東京都文京区｜東証 5597） 

 

1999 年 6 月設立。複数のドローン・ロボットを遠隔で制御し、統合管理するためのベースプラットフ

ォームである Blue Earth Platform（BEP）を軸に、以下ソリューションを開発・提供しています。 

・点検ソリューション（プラント・工場・公共インフラなどのスマート点検、3D モデル化など） 

・教育ソリューション（法人の人材育成、パイロット管理システム提供など） 

・物流ソリューション（ドローンポートシステム提供など） 

・ネクストソリューション（監視、清掃システム提供など） 

https://www.blue-i.co.jp/ 

 

 

 

 

 

一宮町 釣ヶ崎海岸サーフィンビーチ 
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